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いくせい塾すぐ前（西）の道は、通学路につき pm1:00～4:00 は車での通行禁止ゾーンになっています。お気をつけ下さい！ 
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受験講習 全 27回 162時間 

毎週土曜日、６時間 の受験対策！ 

兵庫県公立入試“傾向と対策”を解説します！ 
 

◎ 2学期実力テスト 結果分析 
 

〔清水館長〕 

○現場の声 

中 3 ２学期こそ、真の勝負時！ 

中 2 計画性を確立し、自分を乗り越える 

中 1 ２学期実力テスト分析より 他 
 

○症例検討 中 3 生 得意科目は、英語と国語 

理科に、物凄く苦手意識の強い症例 
 

○学力アップ memo・今月の名言 
 

〔神吉事務長〕  
 

○ 来年度、新中１生募集について 

○ 新作教材 9月は、6単元！ 他  
  

☆オーナーblog 第 25 話→HP 掲載中！！ 
 

※休業日（秋休み）  10/22(水)～24(金)  
 

☆事務長主催 正月学習会開催決定！（任意参加） 
     

 

 

 

いよいよ秋、受験業界では「夏に基礎を鍛えた

人は秋に実る、そして冬を制す。」というフレーズを

よく使います。夏期講習では多くの塾生が基礎を鍛

えました。実りの秋はこれからです。夏に学んだ基

礎の鍛錬を継続しながら、実践演習を強化していく

時期です。具体的な達成目標を明確に、学習計画

を一緒に作成します。毎月の学校テスト結果（順

位）に一喜一憂しがちですが、ぶれずに自分を信じ

て第一志望校合格まで、淡々と実践できる強さとイ

メージを大切にサポート致します。カウンセリング

時に、できるだけ“主体性を育む”問いかけを心が

けています。自分自身で学習計画を立て、それを

実践→反省→改善のサイクルができるようにアド

バイスします。積極的に学ぶようになると自ずと学

力は高まりますね。まずは、「興味関心を持てるよ

うに、そして失敗を恐れずチャレンジしようと思える

ように。」を意識しています。興味関心を持てる情

報はたくさんありますので、色々な人や体験から習

得できる中学期を応援したいと考えています。 

また、チャレンジしている人たちからの良き影響を

受けやすくなる工夫も心がけているこの頃です。 
(塾長 清水) 
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達成テスト 
 

中３ 『相似』       11/1(土) 

       『関係代名詞』11/15 (土) 

中２ 『三角形』『比較』 

   10/14 (火)～26(日) 

中１ 『比例』『現在進行形』 

 10/14 (火)～26(日) 

 

         

  過去問模試     9/30 (火)～ 2(木) 

  基礎復習       9/26(金)～29(月) 

 SS 解説        10/3(金)～ 4(土) 

ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ    9/29 (月)～10/8(水) 

 

  

Tel.079-431-5777  E-mail；ikusei-g@gaia.eonet.ne.jp 
 

中間テスト対策 
 

    
（注意）お迎えご苦労様です！ 
 

・安全のため、出口すぐ前は駐車しないで下さい 

・エンジンを切ってお待ち下さい 

・停車・発車時のエンジン音へのご配慮もお願いします 
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 ２学期実力テスト 結果分析  
 

◎５科目平均点以上割合 
中１・中２生；８０％以上の塾生が達成しました！ 

 

中学部 1 学期実力 1 学期中間 1 学期期末 2 学期実力 

３年 83% 89% 83% 78% 

２年 73% 90% 73% 82% ⇑ 

１年 － 83% 83% 83% 

 

◎５科目平均点比較 （塾平均－学校平均） 
 

前学年；期末テストより得点が UP しています 
 

中学部 1 学期実力 1 学期中間 1 学期期末 ２学期実力 

３年 ＋63.3 点 ＋69.4 点 ＋65.0 点 ＋66.6 点 ⇑ 

２年 ＋76.0 点 ＋89.8 点 ＋80.4 点 ＋81.7 点 ⇑ 

1 年 － ＋28.4 点 ＋52.3 点 ＋60.0 点 ⇑ 
 

◎５科目学校順位 〔上位 1/3 割合〕 
 真の実力には、学習時間の壁をクリアしなければなりません！ 
 

中学部 1 学期実力 1 学期中間 1 学期期末 2 学期実力 

３年 50％ 56％ 56％ 50％ 

２年 64％ 70％ 64％ 64％ 

1 年 － 33％ 50％ 50％ 
 

☆中３ 戦略トレーニングが重要となります 

 例年、２学期実力テストより、数学は平均点に吸収される塾生が増えていました。 

対象は中上位層の真面目なタイプです。原因は、高得点を目指して受験して、難問を見たとき

にパニックを起こして、解ける問題でもミスをしてしまうパターンです。 

＋15 点以上を目指すには、“戦術”訓練を本番で表現することが必須となっていきます。 

 

 

 
天賦の才を開花させる 

自己責任・自己管理、そして自己実現をサポートする 
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☆学年別・教科別の考察 
 

中３ 英語 数学 国語 社会 理科 

全体 ＋15.8 点 ＋14.3 点 ＋6.2 点 ＋16.2 点 ＋16.0 点 

平均点以上 89% 83% 72% 89% 72% 

〔全体〕塾平均点－学校平均点  

5 教科平均が 274 点と難しいテストとなりました。 

 時間配分や解く順番等の戦術が必要になったテストではないかと思います。 

夏期講習で基礎力はつけたと思われますが、実践の応用力まで到達していないと考えま

す。2 学期以降に実践問題を数多く解いていく学習が必要となります。 

〔平均点以上〕学校平均点以上の塾生の割合  

基礎的な知識の習得は、普段から十分にしておくことが重要と考えます。 

本番でミスを少なくするために、平素より実戦形式の緊張感を持った学習姿勢が重要です。 
 

中２ 英語 数学 国語 社会 理科 

全体 ＋14.4 点 ＋18.9 点 ＋10.3 点 ＋21.2 点 ＋17.8 点 

平均点以上 73% 82% 91% 82% 73% 

〔全体〕塾平均点－学校平均点  

普段の授業で必要な基礎知識を整理し、テスト前は効率よく全体を復習できる状態に仕上

げておくことが重要です。計画的に整理する習慣をつけてもらいたいと思います。 
 

〔平均点以上〕学校平均点以上の塾生の割合  

平均点以上を達成するためにも、基本の取りこぼしを減らすことが重要です。 

2 学期以降は、英語・数学共に内容が難しくなってきます。普段の授業で基本事項の理解を

徹底して、テスト前には実践問題のトレーニングが必要になってきます。 
 

中 1 英語 数学 国語 社会 理科 

全体 ＋19.5 点 ＋19.0 点 ＋1.8 点 ＋10.9 点 ＋9.2 点 

平均点以上 100% 83% 17% 67% 83% 
 

 

〔全体〕塾平均点－学校平均点 

前回の結果に油断した人、逆に奮起して夏休みに頑張った人。モチベーションによって、

結果は大きく変わっていく時期です。数学をもとに学習方法を学んでいる段階です。 

どのような勉強方法をしていけば結果につながるか、試したことは毎回反省して次に活かす

時間のあるときに、テスト調べの方法を確立していきましょう。 

〔平均点以上〕学校平均点以上の塾生の割合  

対策指導を 1 教科ずつ進めています。 

理科と社会は、２学期に勉強方法を指導していく予定です。１学期の英語と数学と同様に、

学校平均＋１５点が実現するように確認してもらいたいと思います。 
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 Shimizu 塾長の   
 

今年度（2025 年度）、中学教科書改訂より 

2021 年度には、学習指導要領の改定に伴い、中学校の教科書は大きく改定されました。 

特に、 

・英語→単語数が 2 倍・高校英語文法の一部前倒 

・数学→データ活用の重視（高校範囲の前倒しも） 

・理科→ダニエル電池の増加 等 

探究の過程を通じた学習活動の推奨のという主旨の下、数英理は大きく難化しました。 

今回は教科書改訂だけですので、国社は勿論数理も差ほど難化はなかったです。 

しかし、英語は 4 年前に驚くほど難しくなった上に、今回もかなり難しくなっています。 

 具体的に、 

 ・単語数が 1 学年 100 個程度増加 

・書けなくても意味が解ればよい単語も結構あり、語彙習得を重視 

・「読む」「書く」重視から「聞く」「話す」4 技能をが、バランスよく 

・QR コードの増加・デジタルコンテンツの拡充等、ICT 活用の充実 

 

実用英語として、当然の流れで日本も世界標準に近づこうとしている方向性を感じました。 

このような現状の下、英語の得点力を上げるには、毎日英語に 

触れることです。 

 ・その日授業で習った教科書内容は必ず音読をして内容と語順のルールを体得・理解する 

 ・進出単語は、その日の内に覚え込む（自分なりの単語暗記ペースを整える） 

  ・英語の音楽や映画などを楽しむ 

 

日々の英語学習の習慣化について、教室でも特に伝えていきたいと感じている秋です。 

 

 

中 3 ２学期こそ、真の勝負時！ 

9 月実力テストでは、7 月実力テストに比べ、18 人中 15 名が上昇を遂げました。 

全体として、5 計平均点差では＋17 点上昇しています。 

概ね、夏期講習の成果が認められたと言えると思います。 

5 教科既習全範囲基礎知識の整理・実践演習・過去問模試・時間配分等の攻略法解説…、 

“これでもか！”というくらいに打ち込んだ夏期講習でした。 

 

上昇した人は、これからも 油断・過信することなく、第一志望校合格まで日々淡々とやり続

ける意志力（体力）と安定した実践力が必要です。 

現状維持以上で安定を目指しましょう。 

今回上昇しなかった人は、足りなかったことを一緒に反省し、実りの秋に活かせるように 

サポートします。まだ間に合います！ 
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まずは、カウンセリングで気づいたテーマを確実に実践していくことです。 

凹んでいる暇はありません。 

止まっている時間がもったいないです。 

自ら決めた目標に対して、進むしかありませんね。 

できるだけ進みやすい知恵を、オールスタッフで伝えていきたいと思います。 

 

上昇した人 

・基礎知識の価値を知り、地道に基礎を強固にしようとする強い意志力と体力があった 

・脱丸暗記、真の理解を求め丁寧な直し重視で繰り返しを強化した 

・講習テストより気づいた弱点に対して、演習量と繰り返しを増加し克服しようとした 

・夏期講習で習得した学習方法や本番の発揮力を、素直に実践できた  etc. 

 

今回は上昇できなかった人 
 

・長時間＆大量に学習した自身への自己満足・過信があった 

・曖昧なまま（だいたいできる）、次に進んでいた ※広く浅く 

・手の届く（正解すべき）問題と正解できなくてもよい問題の区別が曖昧（欲が出た） 

・お盆休み以降、前半のような集中力を維持し難かった 

（生活リズムの乱れ？ 心身疲労が残っていた） 

 

☞改善プランとして… 

 ・学習計画の価値を知る（作戦や優先順位を考える時間を毎日確保する） 

・速く正確に解く基礎トレーニングをより強化し、継続する（速読・計算・思考…） 

・効率良い得点力の上げ方を追究する（解る問題で確実に正解する／加点方式） 

・規則正しい生活リズムで、体力＆気力創造の価値を理解する 

 

解ること・やったことが、本番で正解できる力に鍛えていくと結果につながります。 

やはり、“量”の増加と“繰り返し”の徹底・心身の強さにまとめられるでしょうか。 

それぞれの状況に応じて、あと数回の実力テストで徐々に正解率 UP している 

未来を信じ、コツコツやり続けるしかありません。（テスト毎に分析面談を実施） 

すぐに成果が出なくでも、やり続けていると 3 か月後には成果を実感できると、 

よく言われています。 

 

 

中間テストは、高得点をねらいやすくなります。 

内申を意識し、やるべきことを深く＆ 

強くやり続ける計画的な準備が大切です。 

実力テストと定期テストの傾向と対策の差をよく理解し、 

それぞれの分析と計画を優先して 

サポートさせて頂きます。 
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中２ 計画性を確立し、自分を乗り越える 

  

神吉中学生（10 名）において、9 月実力テストでは、5 計学校平均点差では＋97 点 

（前回比＋2 点）で、またベストを更新することができました。 

最上位（5 名）の人たちは、自己責任・自己管理の下、自分の学習法を確立できています。 

困った時のみ手を差し伸べ、基本は見守り優先・最高の学習環境提供を心がけています。 

今後壁にぶつかることもあると思いますが、その時はまた次の“成長のチャンス”として 

オールスタッフでサポートさせて頂きます。 

 

やる気の出にくい人・目標の決められない人・実践の不安定な人…、 

それぞれの状況に応じて、中間テストでの結果創造を最優先します。 

やはり、優先科目は数英理になります。 

 

【数学】 

「一次関数」は、わかっていると思っていても 

意外に本番には正解できないものです。 

先輩たちの多数ある事例を伝えながら、緊張感を 

持って共に準備を進めたいと思います。 

問題を見た瞬間に、「あのパターン」とすぐに 

思い浮かぶレベルまでトレーニングして 

おきたいです。 

 

【英語】 

範囲が広く、単語・和訳・基本文法理解（不定詞・助動詞・基本文型）とかなりの量です。 

毎日適量を習得できるようにサポートします。 

朝に昼に夕に夜に見返して（口ずさんで）、体で覚え込んでもらいたいです。 

 

【理科】 

「生物」ですので暗記が多いですが、きちんと理解しておかなければ正解に至りにくいです。

教科書の写真・グラフ・図等も含めて、しっかりと読み込んでもらいたいです。 

 

家でできることは家で、塾ですべきことは塾で、上手に使い分けて効率よくテスト勉強を 

進められるように個別アドバイスを重視致します。 

自らの未来のために、ここから答案提出までは“テストでの成功”を最優先にした生活リズム

がお勧めです。 

 

一度やって解った気になるのでなく、間違えた問題は必ずできるようになるまで繰り返そう！ 

なぜそのような答えになるのか、理由も添えて整理することも必要です。 

 

全員に向けて、自分の目標に対してゴールから逆算した計画を熟考→作成し、 

決めたことはやる！と、毎日毎日自分を乗り越える鍛錬を続ける姿勢を応援します。 
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長時間学習力は、中２秋頃から始め、入試までずっと鍛え続ける必要があります。 

自習棟参加は、中３受験生の良い影響も受けやすくなっています。 

来年の自身に出会う気持ちで考えて取り組めるよう、カウンセリングも充実させて参ります。 

 

 

 中１ 2 学期中間テスト対策で理科の学習法を習得する （全員 80 点以上へ） 

 9 月実力テストでは、1 名の keep を含み、6 名全員が自己ベストを獲得しました。 

それぞれに、自分のペースで目標と向き合えたと思います。 

2 学期も、この調子で 

 ・S3-90％以上 

 ・家庭学習-毎日 1 時間以上 

 ・OS-積極参加増（自立型個別学習も含む）をサポートして参ります。 

 

おそらく、中間テスト対策も全力で 

頑張る人たちだと観ています。 

今回は理科対策ですので、テスト範囲の 

・教科書確認 

・ワーク演習（繰り返し） 

・確認テスト・過去（良）問  

を通じて 

・効率的学習法の上達 

・結果創造するための必須項目に 

気づく機会を優先して対応させて頂きます。 

できる限り OS 参加して下さいね。 

 

 

このように結果を創造している集団ですので、 

もう少し人数が増え、活気あふれるクラスになることを願っています。 

 

 

 

中１生は、あと数名の空きがあります。 

相乗効果・良い競争の演出等、 

いくせいのシステムを活かすためには、 

適正人数の確保も重要な項目になります。 

 

友人・知人の方等、ご紹介頂ける方が 

いらっしゃいましたら、是非お知らせ下さい。 

               よろしくお願い致します。 
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 症例検討 vol.80  ※よく経験する指導難渋例を、フィクションで検討します 

 

 

 

 

 

     

テスト 国語 社会 数学 理科 英語 5 計 

１年 １学期中間  ＋５ ＋０ ＋２０ ＋５ ＋１５ ＋４５ 

１学期期末  ＋１０ ＋１５ ＋１５ －５ ＋３５ ＋７０ 

２学期実力  ＋１０ ＋５ ＋１５ ＋１０ ＋２５ ＋６５ 

２学期中間  ＋１５ ＋１５ ＋５ ＋５ ＋４０ ＋８０ 

２学期期末  ＋２５ ＋２０ ＋１５ ＋１５ ＋４０ ＋１１５ 

３学期実力  ＋１５ －５ ＋１０ －１０ ＋２０ ＋３０ 

３学期期末  ＋２０ ＋１０ ＋５ －５ ＋３０ ＋６０ 

2 年  １学期実力  ＋１５ ＋１０ ＋５ ＋１０ ＋２５ ＋６５ 

１学期中間  ＋１５ ＋２０ ＋２５ －１０ ＋２５ ＋７５ 

１学期期末  ＋２５ ＋５ ＋１０ －１０ ＋３０ ＋６０ 

２学期実力  ＋１５ ＋１５ ＋２０ ＋１０  ＋１５ ＋７５ 

２学期中間  ＋２０ ＋１０ －５ ＋０ ＋２５ ＋５０ 

２学期期末  ＋２５ ＋１５ ＋５ －２０ ＋３５ ＋６０ 

３学期実力  ＋１５ ＋１０ ＋０ ＋０ ＋１５ ＋４０ 

３学期期末  ＋２５ ＋１５ ＋１０ －１０ ＋２５ ＋６５ 

3 年 １学期実力 ＋１５ ＋０ ＋５ ＋０ ＋２５ ＋４５ 

１学期中間  ＋２５ ＋２５ ＋１５ ＋１０ ＋１５ ＋９０ 

１学期期末  ＋３０ ＋２０ ＋１５ ＋１０ ＋1０ ＋８５ 

７月 実力  ＋２０ ＋５ ＋５ －１０ ＋２５ ＋４５ 

9 月 実力  ＋２０ ＋２０ ＋１５ ＋０  ＋２５ ＋８０ 

※学校平均点差は５点単位 

清水塾長の分析＆アドバイス 

❶ 中１ 意欲的な学習姿勢と持ち前の理解力も 3 学期には力が尽きてきた 

〔原因〕 英語理解がスムーズで通年“５”を達成。 

     総合では、好調であったことに慢心も生じたのか、理科「物質の変化」「光音力」に 

躓いた上に、数学「平面空間図形」が難しく、つい後回しにするようになった。 

加えて、社会も低下傾向にあった。 

厳しい部活と両立して好成績維持を目的に 中学準備コースより入塾 
 

（学年）中学３年 （将来の夢）考え中 （志望校）加古川西高レベル 

得意科目は、英語と国語、理科に物凄く苦手意識の強い症例 
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〔対策〕 学習内容の難化に伴い、総学習量が追い付かなくなってきました。 

     “だいたいわかる”ではなく“必ずできる”段階に仕上げてから次に進むことを勧め 

ましたが、何分学習時間が限られていて、どうしても完成度を高めたり繰り返しを 

したりする余裕を持ちにくかったです。 

❷ 中２ 部活最優先で 5 計の維持がやっとだった 

〔原因〕変わらず英国社は得意科目として安定維持。 

    数理は下がった教科に力を入れると他方が下がり、合計は増えなかった。 

    数学に力を入れると英語が下がり、学習意欲が 1 年時よりは低下していた。 

 

〔対策〕数理を上げたい気持ちは常に持っており、いくせいではいつも数理最優先にサポート 

していました。 

  毎回のことなので、知らず知らず学習方法は習得していきました。 

    得意科目に比べると単位量当たりの学習時間を多く要するので、得意科目優先になら 

ざるを得ない現実もありました。 
 

❸ 中３ さすがに受験生であることを実感し始め、学習姿勢に変容 

 

〔原因〕得意科目 keep の上に、数理ＵＰすることで、第一志望高ラインに到達することを 

    理解。 

    数理の上昇なしに第一志望高ラインには達せられないことを痛感。 

    やっと本気に取り組む時期到来。 

    部活も第一線を退き、学習時間を確保できるようになった。 
 

〔対策〕数理から毎日の学習を始めたり、繰り返しをするようになったり。 

    ワークやノートに色分け線引や書き込みメモが出来るようになりました。 

    最も顕著な例は、質問の仕方において、漠然と「～がわからない」から「○○のこの 

箇所がなぜそうなるのか教えて欲しい。」ととても具体的になりました。 

教えてもらいっぱなしから、その後自分で 2 回以上解き直すようにもなりました。 
 

 ◎ アドバイス 

 1 学期中間テストで志望校ラインに到達し、 

その後ほぼ keep できていることが努力の成果です。 

理数の学習法のコツは掴んだと思います。 

あと 5 か月実践し続けるともっと自信が付きます。 

得意科目を keep 以上で安定させつつ、 

数理も自分を信じて貪欲に演習し続けてもらいたいです。 

何より厳しい部活で鍛え抜いた体力・集中力・強い負けん気で、 

受験生としてのラストスパートを乗り越えてもらいたいです。 

並行して、理系強化の面白みや実生活との関連についても 

できるだけ伝えていきたいと考えています。 

ここからの伸びしろも楽しみにしています！ 
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 学力アップ memo Ⅷ. 飛躍  
 

タイトル 本文 

① 脱！責任転嫁 問題解決の近道 自分の問題を他者の責任にしていない 

② 自己責任 精神と肉体の維持 自分の責任で寿命を全うさせている 

③ 自己管理 健全生活の安定‣維持 初期変化の兆項をチェックしている 

④ 問題意識 成長し続ける原動力 いつか解りたいと疑問を持ち続けている 

⑤ 自立訓練 自分でできそうなこと 他者に依存せず行動に移している 

⑥ 未来像 やりがい・特性・適正 所得も含め職業を考えている 

⑦ 入試情報 日程/受験者数/出題形式 人の噂話に流されず自ら調べている 

⑧ 合格路線 前年度データを活用 学校百人換算順位を把握している 

⑨ 内申書 入試前のアドバンテージ 合格に必要な合計点を把握している 

⑩ 傾聴力 賢明な先生や先輩 アドバイスを素直に受け入れている 

⑪ ライバル設定 身近にいる目標 前向きに努力する意欲が生まれている 

 ⑫ 合理的思考 高確率で結果を創出 科学的根拠に従った発想もできる 

⑬ 問題解決能力 論理的な思考‣行動 解決の道筋を冷静に考えている 

⑭ 基本重視 現役国公立合格の発想 教科書の範囲は全て理解している 

⑮ 苦手克服 乗り越えたい難問 逃げずに計画的に攻略している 

⑯ 自立型個別学習 ３stage 方式を習得後 自分流で達成テストを合格できる 

⑰ スピードトレーニング 達成テストの合格感覚 反復訓練で自信を創造している 

⑱ メン･トレ 精神強化の鍛錬 緊張に向き合い慣れるように取り組んでいる 

⑲ 自信 安定した精神状態 過大過小なく等身大の安心感がある 

⑳ 軌道修正 精神安定のルール 生活の乱れは速やかに修正している 

㉑ 教養 BD 関心ある分野の探索 毎月１番組以上視聴している 

㉒ 外国語 現実生活で活用 業務レベルを目標にしている 

㉓ 留学 学力が必要条件 表現の必要性に気が付いている 

㉔ 自己投資 学業に必要な資金 自分の可能性に出し惜しみしていない 

 

※学力アップ memo は、永井医師の自らの医大生経験によるオリジナル指導マニュアルです 
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10 月の名言  
 

日にち 偉人（国籍） 名言 

5(月)～ 10(土) 
アンネ･フランク 

（ドイツ） 

薬を 10 錠飲むよりも、こころから笑った方が 

ずっと効果があるはず 

12(月)～ 17(土) 
吉田松陰 

（日本） 

夢なき者に理想なし、理想なき者に計画なし 

計画なき者に実行なし、実行なき者に成功なし 

故に、夢なき者に成功なし 

19(月)～ 24(土) 
マザー・テレサ 

（インド） 

思考に気をつけなさい、それはいつか言葉になるから 

言葉に気をつけなさい、それはいつか行動になるから 

行動に気をつけなさい、それはいつか習慣になるから 

習慣に気をつけなさい、それはいつか性格になるから 

性格に気をつけなさい、それはいつか運命になるから 

26(月)～ 31(土) 
ガンディー 

（インド） 

明日死ぬかのように生きよ 

永遠に生きるかのように学べ 
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真摯に生きた偉人の知恵から学ぼう！ 



 来年度、新中１生募集について  

年末までに清水塾長が、延長 か 中止を決断します！ 

 

 平成 17 年、オーナーである私が研修医として医療の道を歩みだしてより、清水塾長が現場

の責任者として運営の先頭に立って、今年で 20 年が経過しました。 

現中３生は、スタート 24 名で、神吉中学生の１割以上が入塾されるという過去最大の評価

を頂きました。その後、現中２はスタート９名、現中 1 は６名と大幅減となっています。 

中３生が卒業すれば、運営が困難な状況となります。 

先月号でもお話ししましたが、隣家よりの威圧的なクレームが、塾長の精神的なストレスに

なっていることも大きな理由です。既に塾が運営していることを承知で購入されたはずです。 

保護者にも、過剰な不安を抱かれている方々がおられるようです。 

そのことが、最大の外部要因であることは確かです。 

主催者として、隣人への対応が問われても仕方のない状況と思っています。 

「車が１台はみ出している」という４回目のクレームの後、ほぼ毎朝、講義棟の開錠がてら、

水やりをして、塀際で私自身が直接クレームを受けとれる体制をとっています。 

思い返せば、先住民のおばさんより、建物と日本庭園を活かしてデイサービスをしてもらえ

ませんかと依頼がありました。“新年”（2023 年）までに購入者がおられない場合、私が購入

しようと不動産屋さんに確認して資金を準備していました。11 月に息子様より電話があり、

「枯山水や家庭菜園が好きな方です。ご近所には迷惑が掛からない様な人に転売しました。」と

連絡がありました。新たなご近所になる方のために、以前より十二分に配慮した保護者説明会

をした記憶があります。 

当方から見れば、それ以降、想定外の営業妨害を受けたことになっています。 

４回目クレーム直後、旧隣人の息子様に、これまでの経緯をお話しして、気になる情報も聞か

せて頂きました。そのとき、枯山水をこよなく愛されていたお父様が、送迎車の自宅前停車の

ことを、「５分ぐらいのことや」と言われていたと教えられました。剣道教室の師範もされて、

大きな心で見て頂けていたことに、改めてその御霊に感謝を祈らせて頂きました。 
 

神吉地域に根差して 43 周年、卒業生は 800 名を超えるネットワークになっています。 

一方、現実問題として、先生方への給与が支払えなければ運営はできません。 

18000 円の月謝より、計算は簡単でしょう。 

学年 10 名を割り込むと赤字経営となり、スタッフにも失礼になります。 

水埜先生におきましては、弱点である国語指導を依頼して、生徒たちから高評価を頂いている

と塾長より聞いていますが、生徒数の増加にはつながっていない現状です。 

契約延長にも支障がでていて、先生自身が気を遣われておられる状況です。 
 

内部要因としては、塾生・保護者の方々からの評価が低いのでしょうか？ 

紹介して頂くだけの指導状況ではない？ のかも知れません。 

清水塾長体制のご評価を真摯に受け止めて、これから３か月で塾長が出す結論を補助させて

頂きたい所存です。 
 

（オーナー 永井） 
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 いくせいオリジナル教材 〈９月作成分〉  
 

より効率的に学習できるように大幅に改定しています 
 

学年 科目 種別 タイトル 作成者 改定率 

全 国語 速読 
ノーベル物理学賞 

江崎玲於奈さん① 
永井 ★★★★★ 

全 国語 速読 
ノーベル物理学賞 

江崎玲於奈さん② 
永井 ★★★★★ 

全 国語 速読 個性に応じた学びを狙う 永井 ★★★★★ 

3 年 社会 Stage1,2 国の政治のしくみ 神吉 ★★★ 

2 年 社会 Stage1,2 近畿地方 神吉 ★★★ 

3 年 理科 Stage1,2 宇宙の天体 神吉 ★★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

お友達をご紹介下さい！ 
 

感謝の気持ちをこめて、ポイントを進呈させて下さい 
キャンペーン中は入会金が無料。 

紹介されたご家庭もお得です 
 

※ポイントは講習費に充当されます 

 

◎ ユニセフ・サポート（ポイント寄付）  ※講習前、10Pより寄付を受け付けます 

   次回の寄付予定日（1/15） ?? P／累積寄付金額（2023～年）→￥32000 - 

 ポイント加算 

入塾説明終了後 500 ポイント 

体験終了後 更に 500ポイント 

入塾後 更に 9000 ポイント 

 

 

塾生募集!!  
 

 

 

オンライン講座により、学区を超えた受講ができます 

ご親戚やご友人の紹介をお待ちしております 

受験指導は、兵庫県公立入試に対応しています 
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